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働き方イノベーションの
世界Beyond ABWの
ステージへ

　『働き方変革』という言葉が具体的な政策として使わ

れ始めたのは、2019 年４月１日に施行された“ 改革関

連法” がきっかけといわれる。その後、コロナパンデミッ

クの時代を経て、働き方改革は、従来のオフィス勤務や

固定的な労働時間を超え、柔軟性と自律性を重視する

新たな段階に進化してきた。

　 そ の 中 心 に あ る の が「Activity Based Working

（ABW）」という概念。ABW は、仕事内容や目的に応じ

て最適な場所と時間を選び、効率的かつ自由な働き方

を実現するワークスタイルであり、従業員の幸福度や

生産性向上を目指すものとされている。 ABW は、従来

の「フリーアドレス」と異なり、単なるコスト削減ではな

く、従業員一人ひとりのニーズに合わせた環境「場」つ

くりが重視される。例えば、高集中が必要な作業には個

別ブースを、アイデア出しにはリラックスした会議スペー

スを用意するなど、多様な働き方に対応する設計が特

徴である。また、この自由度は自己決定感を高め、ストレ

ス軽減やウェルビーイング向上にも寄与するとされる。

さらに、ABW は「どこで働くか」だけでなく、「どのよう

に働くか」を重視し、これにより、社員は自宅やカフェ、サ

テライトオフィスなど多様な場所で仕事が可能となり、

ワークライフバランスの向上や企業パフォーマンスの向

上が期待されている。ファシリティマネジャーにとっては

「常識」となっているABW ではあるが、更なる進化として

「Beyond ABW」のステージが注目されている。

　これは単なる場所と時間の自由化を超え、デジタル

ツールやAI 技術、そしてWEB3 といわれる新時代ネッ

トワーク等を活用して、働き方そのものを再定義する取

り組みである。ファシリティマネジャーの視点からは「ス

ペース・ポートフォリオマネジメント」と言われる「場所

と時間の最適化施策」が求められる。たとえば、リモー

トワークとオフィス勤務を組み合わせたハイブリッド

ワーク環境では、リアルタイムでチーム間の連携を可

能にするデジタルプラットフォームが重要となる。 また、

「Beyond ABW」では社員個々のキャリア目標やライフ

スタイルに応じた働き方が求められる。これには、柔軟

な勤務時間制度だけでなく、自律的な学びや成長を支

援する仕組みも含まれ、企業は単なる労働環境提供者

ではなく、社員の人生全体を支えるパートナーとして機

能することが期待される。いわば、「 イノベーティブ・ラ

イフエンタテイメント・テクノロジー」を取り入れた未来

「場」つくりともいえる。

 　一方で、「Beyond ABW」を実現するには課題もあ

る。例えば、多様化した働き方における労務管理や勤怠

管理の複雑化、チーム間連携の低下など。これらを克服

するためには、適切なルール整備やテクノロジー導入が

不可欠であり、また、社員一人ひとりが自律して働ける文

化・意識醸成も重要である。

　総じて、「Beyond ABW」は単なる働き方改革ではな

く、人間中心型の労働社会への働き方イノベーションシ

フトともいえる。この新たなステージでは、多様性と柔軟

性を最大限に活かしながら、クリエイティビティや生産

性の向上、そして何よりも社員幸福度の極大化を目指す

ことが鍵となる。◀
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